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みんなで支えよう大東高校

大東高等学校部活動後援会 会長　高　橋　敬　二

　この度の役員改選により、安部前会長の後
を引き継ぎ、会長の重責を担うこととなりま
した。全くその器ではございませんが、微力
ながら、皆様のお力添えをいただき我が母校
大東高校並びに部活動の発展ため努力してま
いりたいと思います。
　この部活動後援会は、昭和５２年１１月に
塩野紀富初代会長のもと発足し、多くの皆様
のご努力により、部活動ごとのＯＢ会等とは
別組織として、部活動を横断的に物心両面か
ら強力に支援し、今日に至っています。
　この間、塩野紀富会長が３２年間の長きわ
たり会長を務められ、その後を受けられた藤
原淳会長も１０年間、安部幸治会長が２年間、
ともに強力なリーダーシップにより部活動全
体の後援組織として育成・発展にご尽力いた
だきました。今後とも、顧問としてご助言、ご
指導を賜りますようお願いいたします。
　さて、本後援会の設立趣旨でもあります
「人間性豊かで心身ともにたくましい若者を
目指した教育を・・・」の思いから、それま
で部活動加入率６割余と低迷していました
が、ここ数年は９０％を超え、学年によって
は、１００％を超える状況となっていました｡
　その結果、多くの部活動で優秀な成績を挙
げ、中国大会や全国大会に出場してきていま
す。本年においても空手道がインターハイに
出場したほか、男子バレーボール部の選手が
ペアを組んで全日本ビーチバレーボールジュ
ニア男子選手権に出場し、見事、全国優勝を
なしとげ、９月に栃木県で開催された国体に
も島根県代表として出場いたしました。国体

では優勝にはとどきませんでしたが、大東高
校の名声を高めてくれました。また、県総体
においては、Ｂグループ（中小規模校）で２
位となるなど、各部とも成果を発揮してくれ
ました。
　このように、生徒自身はもとより、先生・
指導者の方々のご努力により、着々と成果を
挙げてきた部活動ですが、ここに来て、生徒
数の減少という憂慮すべき状況も生まれてき
ています。
　これまでも、少子化に伴い、入学生徒数は減
少傾向にありましたが、それでも１００余名
の生徒は確保できていました。それが近年、
８０～７０余名と急激に減ってきています。
それに加えて部活動加入率も学年によっては
７０％程度と落ち込んでいます。生徒が集ま
らないとチームとしても成り立たなくなる部
活動もでており、生徒にとってもやりたい部
活動に入れないという状況もでています。
　こうした状況は、全体的な生徒数の減少か
ら松江・出雲等の私立学校が生徒獲得のため
攻勢を強めていることも一因のようです。
　大東高校としても、私たち卒業生をはじめ
地域のみんなが母校を支え、新たな魅力を醸
成し、生徒達から選ばれる高校としていく必
要があると思います。
　最後に、部活動後援会会員の皆様には、母
校の生徒が部活動を通じて、人間性豊かで心
身ともにたくましい自己実現を図れるよう、
引き続きご支援を賜りますようお願い申し上
げます。
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大東高ブランド継承のために

　4月に校長として着任以来、大東高校の元
校長の方々とお話しする機会が何度かありま
した。そうした際に話題に上るのが部活動で
の生徒の活躍のことです。今年度の春先には
野球、夏にはビーチバレーの活躍についてお
祝いの言葉をいただくことが多くありました。
そしてその後には必ず部活動後援会の存在を
はじめとする地域の方々の応援や支援の篤さ
のことを口にされていました。
　また、鳥取県のスポ少でバレーボールの指
導をしている若い知人（と言っても４０歳く
らいですが）が私が大東高校の勤務になった
ことを知ると「バレー今でも強いですか？僕
が高校でバレーをやっていたときは島根の強
豪校というイメージしかない」と言っていま
した。これまでの長年の努力の積み重ねによ
って「部活動が盛んな」とか「〇〇部が強
い」という形容句は大東高校を表現するとき
の常套句としてブランドイメージのように定
着していると言えそうです。
　コロナ禍も３年目となりましたが、今年度
も部活動には様々な活動制限や制約がありま
した。県内感染者のかつてない増加により県
総体では参加の前後に選手の抗原検査が必要
とされ、２学期のはじめには県内高校すべて
に２週間の部活動停止措置がとられるなどど
の部活動も通常通りの十分な活動をすること
は出来ませんでした。そんな状況でも県総体
ではBグループ第２位（１位は私立高校）を
獲得するなど大東高校の底力は見せてくれた
と思っています。
　しかし、一方では生徒減少に伴う部員確保

の困難、部活動加入率の低下＊や部活動顧問
のなり手不足など部活動振興に関連する課題
が顕在化してきています。特に生徒数の減少
は地域全体の子どもが減少するなかで避けら
れない問題であり、これまでと同じ数の部活
数を維持すること自体が困難となってきてい
ます。また、教員の働き方改革の観点からも
部活動へのこれまでのような教員の献身的な
関わりを期待することについても考えをあた
らためていかなければならない部分がありま
す。
　部活動振興による「人間性豊かな心身とも
にたくましい若者を目指した教育」の実現の
ためには部活動の活性化だけではなく、それ
に付随した様々な課題とともに総合的に考え
ていかなければならない局面を迎えていると
言えます。これは学校の課題であり当然なが
ら教職員一丸となってこの課題に取り組んで
いるところですが、自助努力だけでは解決し
ないものも多く存在します。幸いにも今年度
から「学校運営協議会」を発足することがで
き、高橋会長様に委員に名前を連ねていただ
きました。このことで学校運営全体に「部活
動後援会」の皆様のご意見を反映させること
が出来る体制が整いました。大東高校の「部
活動が盛んな」というブランドイメージを維
持していくためにも、これまでの篤いご支援
に加えて是非とも皆様のお知恵を拝借したい
と考えておりますので、引き続き生徒の育ち
を学校と共に支えていただきますよう心より
お願い申し上げます。
＊部活動加入率　３年生98%　２年生93%　１年生69％

大東高等学校 校長　鳥　居　俊　孝
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第１回理事会報告
令和３年度　大東高校部活動後援会会計　決算書

令和４年度　大東高校部活動後援会会計予算書

　去る5月18日に、令和4年度理事会が開催され、令和3年度の事業
報告・決算の承認、令和4年度の事業計画・予算の審議がなされ、承
認されました。

予　算　額費　　目 決　算　額 比較増減額 説　　　　　　　明

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 　 付 　 金

雑 収 入

合　　計

1,522,000

106,000

2,897,011

0

989

4,526,000

1,579,000

105,000

2,897,011

0

23

4,581,034

57,000

▲ 1,000

0

0

▲ 966

55,034

地区別会費1,474,000円　R3年度卒業生105,000円

R3年度卒業生（1,000円×105名）

前年度繰越金

  

預金利息

予　算　額費　　目 決　算　額 比較増減額 説　　　　　　　明

事 務 費

会 議 費

事 業 推 進 費

支 部 助 成 費

部活動助成費

部活動指導費

雑 費

予 備 費

合　　計

50,000

180,000

250,000

141,000

3,000,000

350,000

100,000

455,000

4,526,000

32,986

6,339

178,200

123,000

602,535

12,000

27,548

0

982,608

▲ 17,014

▲ 173,661

▲ 71,800

▲ 18,000

▲ 2,397,465

▲ 338,000

▲ 72,452

▲ 455,000

▲ 3,543,392

領収書用紙、郵券代等

理事会経費等

会報印刷代

支部助成費

［※1］横断幕、〔※2〕練習試合等の交通費補助、体育館等使用料補助、激励費

宿泊費補助

広告料等

1. 収入の部

2. 支出の部

本年度予算額費　　目 前年度予算額 比較増減額 説　　　　　　　明

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

合　　計

1,497,000

81,000

3,598,426

0

574

5,177,000

1,522,000

106,000

2,897,011

0

989

4,526,000

▲ 25,000

▲ 25,000

701,415

0

▲ 415

651,000

地区別会費1,416,000円　R4年度卒業生81,000円  

R4年度卒業生（1,000円×81人）  

前年度繰越金  

  

預金利息等  

本年度予算額費　　目 前年度予算額 比較増減額 説　　　　　　　明

事 務 費

会 議 費

事 業 推 進 費

支 部 助 成 費

部活動助成費

部活動指導費

雑 費

予 備 費

合　　計

50,000

180,000

250,000

141,000

3,000,000

350,000

100,000

1,106,000

5,177,000

50,000

180,000

250,000

141,000

3,000,000

350,000

100,000

455,000

4,526,000

0

0

0

0

0

0

0

651,000

651,000

領収書用紙、郵券等  

理事会経費  

会報印刷代  

支部助成費  

横断幕、野球･総体応援経費、練習試合等の交通費補助、体育館等使用料補助、激励費

合宿手当  

広告料等  

1. 収入の部

2. 支出の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

●総収入額 4,581,034円 － 総支出額 982,608円 ＝ 差引残額 3,598,426円 …令和４年度へ繰り越し 

令和３年度　部活動後援会地区別会費

大　東

海　潮

春　殖

阿　用

地区 目 標 額 納 入 額

369,000

169,000

205,000

70,000

369,000

166,000

203,000

70,000

幡　屋

佐　世

塩　田

久　野

地区 目 標 額 納 入 額

169,000

138,000

14,000

72,000

175,000

138,000

14,000

75,000

加　茂

宍　道

合　計

地区 目 標 額 納 入 額

210,000

0

1,416,000

264,000

0

1,474,000

令和４年度

※１横断幕：59,400円　※２練習試合等交通補助費：159,000円、体育館等使用料補助：234,135円、激励費：150,000円



令和３年度の目標額と同額にしました。
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令
和
４
年
〜
５
年
度

大
東
高
校
部
活
動
後
援
会
役
員
表

令和４年度
部活動後援会地区別会費目標額

大　東
春　殖
幡　屋
佐　世
阿　用

地区 目 標 額
369,000 
205,000 
169,000 
138,000 

70,000 

久　野
海　潮
塩　田
加　茂
宍　道

地区 目 標 額
72,000 

169,000 
14,000 

210,000 
0 

1,416,000 

顧
　
　
問

県 議 会 議 員
卒業生会会長
Ｐ Ｔ Ａ 会 長
部活動後援会
部活動後援会
部活動後援会

校　　　長
教　　　頭
事　務　長
総 務 部 長
生徒部長(事務局長)
卒 業 生 会

役　職　名 氏　　　名

期氏　　　　名役職名
会　　　長
副　会　長
副　会　長
監　　　事
監　　　事

22
29
28
21
29

事務局

支 部 長
副支部長
理 事
理 事
理 事
支 部 長
副支部長
理 事
支 部 長
理 事
理 事
理 事
支 部 長
副支部長
理 事
支 部 長
副支部長
理 事
理 事

支 部 長
副支部長
理 事
理 事
支 部 長
副支部長
理 事
理 事
支 部 長
副支部長
支 部 長
副支部長
理 事
理 事
理 事

大　東

区 役　名 氏　　名 区 役　名 氏　　名期 期

幡　屋

海　潮

阿　用

佐　世

春　殖

久　野

塩　田

加　茂

宍　道

各支部長・支部役員

20
26
28
39
43
24
27
34
20
23
25
27
23
28
29
17
18
22
25

20
29
33
33
29
32
34
35
27
42
19
29
23
27
32

高　橋　雅　彦
土　江　博　昭
岩　田　直　也
塩　野　紀　富
藤　原　　　淳
安　部　幸　治

高　橋　敬　二
畑　　　宏　明
鶴　原　能　也
森　山　　　拡
元　田　一　雄

西 村 　 武
星 野 利 明
鶴 原 能 也
太 田 晶 久
青 木 　 渉
山 崎 達 夫
永 瀬 康 則
糸 川 和 浩
福 間 廣 明
佐々木 　 徹
山 根 和 幸
宮 川 　 稔
荒 木 政 明
荒 木 庸 次
鳥 谷 　 明
錦 織 一 夫
安 部 　 博
高 橋 敬 二
鶴 原 憲 治

横 山 美 昭
小 川 茂 之
田 中 久 志
糸 原 優 二
上 代 英 治
長 妻 賢 二
福 間 美 博
三 澤 郁 穂
新 田 国 善
安 達 隆 亜
岸 本 邦 夫
畑 　 宏 明
永 瀬 敬 治
吉 岡 敏 隆
高 橋 雄 二

合　計

鳥　居　俊　孝
渡　部　　　勝
安　立　朋　久
藤　原　智　美
曽　田　陽　一
門　脇　康　文
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■県選手権 5/3～4　浜山運動公園

3日棄権　4日入賞者なし

■県高校新人 9/19  益田陸上競技場

100ｍＨ　第５位　竹内愛菜

■中国予選 4/23～24　鹿島総合体育館

【男子団体】

　　１回戦　　大東２－１益田　

　　２回戦　　大東０－３出雲

【女子団体】　

　　２回戦　　大東１－３横田

【女子個人】　第３位　日野美希　

　　　　ベスト３２　日野七海、坂田奈都子　

　　　　上記３名　（中国大会出場）

■中国大会 6/19～20　山口

【女子個人】　

　１・２回戦　敗退

■中国予選 4/22～24　浜山運動公園

【男子団体】１回戦　大東１－２松江商業

【男子個人】４ペア出場　全ペア1･2回戦敗退

【女子団体】１回戦　大東０－３矢上

【女子個人】３ペア出場　全ペア１回戦敗退

■県高校新人 9/17～18　浜山運動公園

【男子個人】５ペア出場　

　　　　　　ベスト３２　若槻・影山ペア　

　　　　　　　　　　　　望月・錦織ペア　

　　　　　　ベスト６４　新田・山毛ペア

　

■中国予選 4/21～23　カミアリーナ

【男子】

　●学校対抗戦　第３位

　　２回戦　大東３－２松江南

　　準決勝　大東２―３松江北

　　シード決定　大東２－３出雲農林

　●ダブルス 　ベスト１６　矢引・濱田組

【女子】

　●シングルス　ベスト８　武田真歩　

■県選手権 9/10～11　カミアリーナ

【男子】

　●ダブルス　ベスト１６　南波・武田組　

【女子】

　●シングルス　 ベスト１６　武田真歩　

　●ダブルス 　　ベスト８　武田・田辺組　

■中国予選 4/15～17　カミアリーナ

【男子】第３位（中国大会出場）

※中国大会中止

　予選リーグ　　　大東２－０松江西

　　　　　　　　　大東２－０情報科学

　　　　　　　　　大東０－２安来

　順位決定リーグ　大東２－０松江高専

　　　　　　　　　大東２－０松江南

【女子】予選リーグ敗退

　予選リーグ　　　大東０－２松江南

　　　　　　　　　大東２－０松江西

　

■中国予選 4/23～24　加茂運動公園

棄権

■県選手権 9/17～18　安来

優勝
　１回戦　大東２７－０江津

　準決勝　大東３６－３大社

　決　勝　大東２３－５三刀屋

■中国予選 4/29　松江

【女子】

　●団体形　　優　勝　大東〇－×松江南

　●団体組手　優　勝　大東３－２松江南

　●個人組手　第３位　遠藤千加

■春季地区予選 4/15～17　浜山

　２回戦　　大東６－０出雲工業

■春季県大会　4/22～24、4/30～5/1　松江

第４位（中国大会出場）

　３回戦　大東８－１益田翔陽（７回コールド)

　準々決勝　大東６－５開星（延長10回)

　準決勝　大東０－８石見智翠館（８回コールド)

　３位決定戦　大東８－９益田東（延長15回)

■出雲地区大会 5/27～29　平田

　１回戦　大東６－９出雲商業

■春季中国地区高等学校野球大会　浜山

第３位入賞

　準々決勝　大東８－１宇部工業（７回コールド)

　準決勝　　大東２－１３広陵（５回コールド)

■選手権大会 7/13～28　浜山運動公園他

　２回戦　大東１１－０松江東（６回コールド)

　３回戦　大東４－５三刀屋

■秋季野球大会 9/16～　益田

　２回戦　大東３－５益田

（令和４年４月～９月）（令和４年４月～９月）

令和４年度  部活動状況報告令和４年度  部活動状況報告

陸上競技

剣　　道

ソフトテニス

バドミントン

バレーボール

ソフトボール

空 手 道

■春季写真コンクール 6/13　安来高校

　特選３作品　栂　優那、星野友希、伊藤優吾

　他入選５作品

■全日本吹奏楽コンクール島根大会　8/6　出雲

　高等学校　小編成の部　銀賞

　　演奏曲　アルタミラ　八木澤教司作曲

■島根県高文連生活科学部門全体研修会　6/3

朱鷺会館（出雲）

　活動報告；　山根麗奈、佐藤梨央奈

　講習会　　「マジパン細工」

上記個人・団体は、

（中国大会出場）

※中国大会中止　
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部活動後援会会報

【女子】

　●シングルス　ベスト８　武田真歩　

■県選手権 9/10～11　カミアリーナ

【男子】

　●ダブルス　ベスト１６　南波・武田組　

【女子】

　●シングルス　 ベスト１６　武田真歩　

　●ダブルス 　　ベスト８　武田・田辺組　

■中国予選 4/15～17　カミアリーナ

【男子】第３位（中国大会出場）

※中国大会中止

　予選リーグ　　　大東２－０松江西

　　　　　　　　　大東２－０情報科学

　　　　　　　　　大東０－２安来

　順位決定リーグ　大東２－０松江高専

　　　　　　　　　大東２－０松江南

【女子】予選リーグ敗退

　予選リーグ　　　大東０－２松江南

　　　　　　　　　大東２－０松江西

　

■中国予選 4/23～24　加茂運動公園

棄権

■県選手権 9/17～18　安来

優勝
　１回戦　大東２７－０江津

　準決勝　大東３６－３大社

　決　勝　大東２３－５三刀屋

■中国予選 4/29　松江

【女子】

　●団体形　　優　勝　大東〇－×松江南

　●団体組手　優　勝　大東３－２松江南

　●個人組手　第３位　遠藤千加

■春季地区予選 4/15～17　浜山

　２回戦　　大東６－０出雲工業

■春季県大会　4/22～24、4/30～5/1　松江

第４位（中国大会出場）

　３回戦　大東８－１益田翔陽（７回コールド)

　準々決勝　大東６－５開星（延長10回)

　準決勝　大東０－８石見智翠館（８回コールド)

　３位決定戦　大東８－９益田東（延長15回)

■出雲地区大会 5/27～29　平田

　１回戦　大東６－９出雲商業

■春季中国地区高等学校野球大会　浜山

第３位入賞

　準々決勝　大東８－１宇部工業（７回コールド)

　準決勝　　大東２－１３広陵（５回コールド)

■選手権大会 7/13～28　浜山運動公園他

　２回戦　大東１１－０松江東（６回コールド)

　３回戦　大東４－５三刀屋

■秋季野球大会 9/16～　益田

　２回戦　大東３－５益田

令和４年度 島根県高等学校総合体育大会結果報告

 

5/26～28　浜山運動公園

●男子200m　　準決勝進出　武田　輝　

●女子100mH　 ８位　竹内愛菜　

　

6/3～4　益田市民体育館

【男子団体】　初戦敗退

　　　１回戦　　大東２－２出雲商業

　　　　　　　　(代表決定戦　万場×)

【女子団体】　ベスト８

　　　１回戦　　大東２－１松江南

　　　準々決勝　大東２－２松江東(本数負け)

【男子個人】　ベスト１６　万場佑護　　

【女子個人】　第３位　岡田夏海　

　　　　　　　ベスト１６　日野美希　　

 6/2～4　浜山運動公園

【男子】

　●団体戦　１回戦　大東０－３松江南

　●個人戦　５ペア出場　1･2回戦敗退

【女子】

　●団体戦　１回戦　大東０－３出雲

　●個人戦　５ペア出場　1･2回戦敗退

6/2～4　鹿島総合体育館

【男子】

　●学校対抗戦　

　　　２回戦　大東２―３松江南

　●ダブルス　ベスト１６　景山・濱田組　

【女子】

　●シングルス　ベスト１６　武田真歩　

野　　球 写　　真

吹 奏 楽

生活科学

ソフトテニス

バドミントン

陸上競技

剣　　道

■春季写真コンクール 6/13　安来高校

　特選３作品　栂　優那、星野友希、伊藤優吾

　他入選５作品

■全日本吹奏楽コンクール島根大会　8/6　出雲

　高等学校　小編成の部　銀賞

　　演奏曲　アルタミラ　八木澤教司作曲

■島根県高文連生活科学部門全体研修会　6/3

朱鷺会館（出雲）

　活動報告；　山根麗奈、佐藤梨央奈

　講習会　　「マジパン細工」
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　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

部活動後援会会報

5/26～28　松江総合体育館

【男子】　第３位

　　　　　１回戦　　大東２－０大社

　　　　　準々決勝　大東２－０松江高専

　　　　　準決勝　　大東０－２安来

【女子】　１回戦　　大東０－２出雲

6/4～5　浜田商業高校

第３位

　１回戦　　大東１０－１安来

　準決勝　　大東３－７三刀屋

　３位決定戦　大東１５－１出雲商業

学校対抗戦　男女総合Bグループ　第２位

★ ★ ★  令和４年度　島根県高等学校総合体育大会結果 ★ ★ ★

【大会結果】

女子団体組手

インターハイ
出場権獲得部
インターハイ
出場権獲得部
★空手道部★

空 手 道

水　  泳

バレーボール

バスケットボールソフトボール

6/3～4　松江

●男子個人形　　第５位　久保有葉　

●女子個人組手　第３位　遠藤千加

●女子団体形　　第３位

●女子団体組手　優　勝　大東２－１松江南

インターハイ出場

 5/27 浜山カミアリーナ

１回戦　大東８９－２９島根中央

２回戦　大東４９－９０浜田商業

6/4　県立プール

●男子100m背泳ぎ　第４位　基常晃寿

（中国大会出場）

●全日本ビーチバレーボールジュニア選手権大会

　優 勝！
　・江角　翔央

　・吉岡　健太

　　　島根県代表

（男子バレー部２年）

【決勝トーナメント】

　　１回戦　　島根　２８－１２　北海道

　　２回戦　　島根　２８－２０　広島

　　準々決勝　島根　２８－２０　埼玉

　　準決勝　　島根　２８－２０　大阪

　　決　勝　　島根　２８－２６　千葉

●栃木国体　9/10～　栃木県足利市

　　　江角翔央、吉岡健太　島根県代表

　　　　　　　　　　　（男子バレー部２年）

　　　１回戦　　島根　１－２　東京

8/17～19　愛媛県四国中央市

●女子団体組手

　２回戦　大東０－５高崎商大付属(群馬)

★その他★その他
男子ビーチバレーボール
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　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

　私は、男子バレーボール部に所属しています。

本校のバレー部では、夏にビーチバレーも並行

して行っています。

　今年は、同級生の吉岡健太君とペアを組み、

JOC（全日本ビーチバレーボールジュニア選手

権）と国体に出場しました。JOCでは優勝する

ことができましたが、国体では初戦敗退という

悔しい結果に終わってしまいました。

　この二つの大会を通して、どの試合も相手に

先制を許す展開となり苦しい場面が多くメンタ

ル的にもきつい試合ばかりでした。JOCの決勝

では、終盤に追いつきその勢いのまま勝ちきる

ことができました。一方、国体では1セット目

を先取され、２セット目を奪い返しフルセット

に持ち込みましたが、終盤決めきることができ

ず敗退しました。

　来年の夏勝つためにも、まずはこの冬春高バ

レーに出場できるようインドアを頑張ります。

そして、来年ビーチで生きるよう技術を磨いて

いきたいです。

　多くの方々に応援していただき本当に有り難

うございました。来年も頑張りますので応援よ

ろしくお願いします。

　私は、初めて経験する大きな大会で本当にど

うなるか分からず、とても不安な気持ちで大会

に臨みました。それでも今までたくさん練習し

てきたので全てを出し切ろうという気持ちで試

合を行いました。

　8月に行われたJOCでは優勝することができ

ました。この優勝は、私たち選手だけでなく応

援してくださった方々や指導してくださった先

生方のおかげだと思っています。

　9月に行われた栃木国体では、初戦で東京都

代表と対戦し、フルセットの末勝利に繋げるこ

とができませんでした。この試合を振り返ると、

十分に勝つことができた試合でしたが、リード

しているにもかかわらず、集中力が続かず敗戦

しました。本当に悔いが残る試合となりました。

しかし、負けたからこそ学ぶことが沢山あり、

このような経験がきっと次の試合にも繋がると

思っています。

　応援してくださった方々には本当に感謝して

います。そしてまたこの

悔しさを力に変えて来

年リベンジできるよう

に頑張っていきます。

2年　江角　翔央 2年　吉岡　健太

全国大会を振り返って
ビーチバレーボール出場



3年間の
思い出
3年間の
思い出

Memories of extracurricular activities
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３年１組
林　虎之介

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

　高校３年間の部活動を振り返れば、嬉しかっ

たことや自分やチームの目標が達成できたこと

よりも大変であったことの方が多かったです。

　入部したばかりの頃は、練習について行くこ

とで精一杯でしたが、先輩方が優しく声を掛け

てくださったり、アドバイスをしてもらったお

かげで乗り越えることができました。私が１年

生の時は、県総体も中止となり代替大会の参加

でしたが、３年生が必死にプレーをする姿を見

て、私も先輩に恥じぬよう頑張ろうと思いまし

た。

　新チームとなり自分がキャプテンを任され、

チームに対して何ができるのか、どのように引

っ張っていけば良いのか、迷いながらチームと

向き合ってきました。しかし、思うようにまと

めることができず悩んでいたことが多くありま

した。そこで、同級生である仲間に相談したり、

チーム全体でミーティングを開き、全員で目標

や課題を明確にして取り組めるようにしていき

ました。

　大東高校男子バレーボール部は「インターハ

イ出場」を目標に掲げ、この目標を成し遂げる

ために「覇気」というチームテーマを決めまし

た。「覇気」とは、常に練習から高い意識と強

い意志を持ち取り組むことをテーマに上げ、厳

しい練習に対しても常に高い意識と意志を持っ

て取り組んできました。

　県総体では、島根県第３位という結果に終わ

りました。準決勝安来高校戦では、１点を争う

白熱した試合となりましたが、最後まで粘りき

ることができず惜敗しました。しかし、今まで

で一番良い試合で幕を閉じることができました。

　３年生は４人と多くありませんでしたが、最

高の仲間と出逢い、お互いに支え合い最後まで

やり切れたこと、また、面白く時には頼れる後

輩たちに囲まれてバレーと主将ができ、人とし

て強くなれたと思います。私にとってバレーを

通じて得たものは沢山あります。きっとこの先

のステージにも繋がることがあると思います。

　最後になりましたが、地域の皆さまにはいつ

も応援していただきとても感謝しております。

これからも大東高校男子バレーボール部、そし

て大東高校をよろしくお願いします。

男子バレーボール部男子バレーボール部
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３年２組
原　つかさ

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

３年２組
女鹿田康生

　私たちの高校野球は、２年半という長いよう

であっという間の月日でした。嬉しいことも数

多くあり、良い結果に繋がったこともありまし

た。しかし、とても苦しく、思うようにいかな

かったことも沢山ありました。

　私たちは、入学してからコロナウイルスの影

響で練習さえできなかったり、当時の３年生方

は夏の選手権大会も無くなってしまいました。

甲子園出場という目標は無くなってしまいまし

たが、最後まで戦い抜く姿は今でも覚えていま

す。また、２年次の夏の県大会でも、私を含め

怪我人が多く、思うような戦いはできませんで

した。しかし、怪我を負いながらも懸命に戦い

に挑む先輩たちの姿は、私の心の支えとなりま

した。

　新チームとなり、高校野球最後の年となった

私は、このチームの主将を任されました。最初

は、自分に何ができるのか、どのようにチーム

を創り上げていくのか迷いました。迷いながら

秋の大会を迎え、準々決勝で益田東高校に敗れ

自分とチームの未熟さ、力の無さを痛感したの

を覚えています。そこから、チームの課題や目

的を全員で話し合い、改めて最後の夏の大会で

結果が出せるよう冬場のトレーニングに取り組

みました。春の大会では、第４位となり春季中

国地区大会に初出場することができ、結果を少

しずつ残せるようになりました。

　そうして迎えた最後の夏、多くの期待を背負

い挑みました。先輩たちに託された想いをしっ

かりと受け継ぎ精一杯大会に臨みました。結果

は、３回戦で敗れてしまいました。多くの方々

の期待に応えることができませんでしたが、多

くの方々に応援していただき野球ができたこと、

そしてこのチームで戦えたことは、今でも誇り

に思っています。

　私を支えてくれたチームメートに感謝してい

ます。最高の仲間と最高の先輩方や後輩、そし

て指導者の方々に出逢え、とても充実した時間

を過ごすことができました。この大東の地で野

球を通して学び得たすべてのものが私の宝物で

す。

　地域の皆さま、いつも応援をしていただき有り

難うございます。女鹿田組は終わりましたが、次

の足立組が新たな歴史を創ってくれると信じて

います。これからも応援よろしくお願いします。

　～　お前ら最高・俺たちならできる　～　　

ソフトボール部ソフトボール部

野球部野球部
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３年３組
山田麻桜奈

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

　私は中学校の時は運動部に所属していました

が、絵を見たり描いたりすることが好きだった

ので、高校では運動部ではなく美術部に入部し

ました。

　入部したときは１年生は私を含め２名、２年

生１名、３年生１名の４名で部活動を行ってい

ました。最初の頃は、鉛筆デッサンを行い、学

校にある石膏像やいろいろなモチーフを描きま

した。これまでは学校での美術の授業でしかデ

ッサンをしたことがなかったので、最初の頃は

特徴を捉えるのが難しく上手く描くことができ

ませんでした。しかし、描いていくうちに濃淡

の表し方などが理解できるようになり、少しず

つ上手く絵が描けるようになり、絵を描くこと

が楽しくなりました。

　秋になると冬にある高校美術展に向けて作品

を製作していきました。この高校美術展へ出品

する作品の製作が美術部として１年間で一番重

要なイベントでした。私たちは、自分たちの体

ぐらいあるキャンパスに油絵で好きなものを描

きました。油絵も初めて挑戦するものだったの

で、自分の納得するような絵が描けず何回も描

き直していました。上手く描けなくて悩んでい

るときに、部員や先生に助言をもらったりしな

がら協力して油絵を描き上げることができまし

た。絵を描くときは、座っている状態で描きま

す。最初は楽な状態で絵が描けると思っていま

したが、いざ油絵を描き始めると、片方の手に

は筆を持って絵を描き、もう片方の手には常に

パレットを持つ必要があったので腕に負荷がか

かります。その上、絵を描いている際は常に集

中していないと失敗してしまうので制作するの

は大変な作業でした。しかし、展示された自分

の作品を見ると頑張って作り上げることができ

良かったと感じました。また、学校にとどまら

ず他校の生徒と一緒になって行われる美術講習

会では、他校の部員と交流を深め普段ではでき

ない体験ができました。

　私は部活動を通して今まで体験できなかった

貴重な体験をすることができました。これまで

支えてくださった周りの方々に感謝しています。

有り難うございました。

美術部美術部
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部活動後援会会報

ソフトテニス部
２年２組　影山　純也（左）

２年３組　永井　大貴（右）

陸上競技部
２年２組　竹内　愛菜

男子バレーボール部
２年１組　江角　翔央

女子バレーボール部
２年３組　森山　　杏

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

掲載写真は、写真部が撮影しました

　私たちソフトテニス部は、男
子２年生９名、１年生１名の10
名で活動しています。私たちは、
中国地区大会出場を目標に日々
練習に励んでいます。その目標
を達成するには、地域の皆さん
から認められ、応援されるチームになる必要があります。
日々の練習を大切にすることはもとより人間としても成長
できるように努力しています。また、私たちのチームの良
さである元気を生かせるように声かけを徹底しています。
前回の選手権大会では多くの課題が残った一方で、良い結
果を出すことができたペアもありました。しかし、ここで
満足することなくチーム全員でレベルの高いところを目指
します。
　チームとしてはまだまだ未熟なところもありますが、部
員全員で切磋琢磨し、指導してくださる先生方やコーチに
感謝して目標に向けて頑張ります。応援よろしくお願いし
ます。

　私たち男子バレーボール部は、
３年生３名、２年生10名、１年
生５名、マネジャー３名の計21
名で活動しています。今年もコ
ロナウイルスの影響で思うよう
に練習ができないことも多いで
すが、部員同士刺激し合いながら一生懸命に取り組んでい
ます。
　私たちの目標は、全国インターハイ、春の高校バレーに
出場することです。そのために、どんなに厳しい練習も声
を掛け合いながら、チームで乗り越えていきます。また今
年は３年生が春高予選に残り、より一層チームに磨きをか
けています。
　支えてくださる全ての皆さまに良い報告ができるように
部員一人ひとりが覚悟と感謝の気持ちを持ってプレーして
いきます。応援よろしくお願いします。

　私たち陸上競技部は、２年生３
名、１年生３名の６名で活動して
います。少ない人数ではあります
が、お互いに支え合いながら自己
ベスト更新に向けて日々の練習に
取り組んでいます。私たちは近く
に陸上競技場があり、とても恵まれた環境で部活動を行う
ことができています。そのことへの感謝、そして私たちを
支えてくださる方々へのお礼を込めて挨拶等をしっかりと
行うように心がけています。また、部員同士の声の掛け合
いも大切にしています。お互いに励まし合うことで個人の
モチベーションを上げることに繋がります。
　これからもお互いに声を掛け合いながら、自己ベストを
目指して頑張ります。応援よろしくお願いします。

　私たち女子バレーボール部は、
２年生５名、１年生７名の計12
名で活動しています。外部コーチ
や先生方の指導の下で、基礎的な
練習からチーム練習まで日々充実
した練習に取り組んでいます。
　私たちはチームの目標として「県ベスト８」を掲げてい
ます。前チームでの楽しさや悔しさを糧にして一人ひとり
が意志を持ち、全員でこの目標に向かって頑張っています。
　コロナウイルスの影響で、思うようにいかないこともあ

りますが、日々の積み重ねを大切に
して練習に励みたいです。また、先
生方や保護者、見守ってくださる地
域の方々への感謝の気持ちを忘れず
に戦いたいと思います。応援よろし
くお願いします。

部活動紹介新年度
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部活動後援会会報

ソフトボール部
２年１組　池田　三祐

剣道部
２年２組　佐藤　俊彦

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

　私たちソフトボール部は、２年
生３名、１年生４名の計７名で活
動を行っています。
　私たちは、「心・集中」を合い
言葉に、家族や指導者の方、地域
の方々などたくさんの方々のおか
げでソフトボールができていることに感謝をしています。
人数は足りませんが、助っ人の人たちと協力して和気藹々
と取り組んでいます。
　前のチームでは、コロナウイルスの影響で、試合に参加
できなかったり練習ができなかったときもありました。新
チームでは、そんな困難にも負けず、どんな時も笑顔を忘
れずに自分たちのプレーをし、選抜大会、全国インターハ
イ出場を目指して頑張ります。応援よろしくお願いします。

　私たち剣道部は、男子３名、
女子４名、マネージャー１名の
８名で活動しています。人数が
少ないですが、一人ひとりが目
標を持って練習をしています。
　私たちの目標は「日本一」で
す。日本一になるために、日々どんな練習でも乗り越え大
会に繋げていきます。そして、普段指導してくださる先生、
応援してくださる保護者の方、地域の皆さんに大会で優勝
という形で恩返しをしたいと思います。
　今まで先輩方が築き上げてこられたことを大事にして来
年にも引き継いでいきたいです。
　大会では、一つでも多く勝つことができるよう頑張りま
すので応援よろしくお願いします。

空手道部
２年３組　山根理紗子

　私たち空手道部は、男子１名、
女子６名、マネージャー２名の計
９名で活動しています。部員のほ
とんどが高校から始めた初心者で、
経験者に比べて分からないことも
多くありますが、監督やコーチの
指導の下、皆で協力して頑張っています。コロナウイルス
の影響で思い通りの練習はできていませんが、このような
時だからこそ皆で高め合っています。今まで先輩方が築き
上げてこられたことを２年生が中心となりしっかり引き継
ぎ、県外でも通用できるような練習をしていきます。
　部活動ができること、監督、コーチ、先生方、ＯＢの
方々、家族への感謝を忘れずにこれからの練習に励んでい
きます。

野球部
２年３組　足立　祥真

バドミントン部
２年１組　武田　真歩

バスケットボール部
２年２組　森山　朋朗

　私たちバドミントン部は、男子
６名、女子３名、マネージャー２
名の計11名で活動しています。
初心者が多く人数は少ないですが、
みんなで協力して楽しい雰囲気で
部活動を行っています。
　新チームになって不安なことはありますが、メンバー全
員一丸となって自分たちらしい部活動をしていきたいです。
また、顧問の先生、保護者、OBの方々、地域の方々に支え
られてとても充実した活動をすることができています。い
つも感謝の気持ちを忘れず日々精進して取り組んでいきた
いと思います。
　このチームで少しでも多く勝利に繋がるように頑張りた
いと思います。そして、後悔を絶対にしないように毎日の
練習を大切にして頑張っていきます。

　私たち野球部は、２年生４名、
１年生６名、マネージャー２名
の12名で活動しています。夏ま
でのチームは、「執」をテーマ
に掲げ、一年間鍛錬を積み重ね
てきた女鹿田組の夏は３回戦で
敗れてしまいました。この先輩方の執着心、こだわる姿勢
を新チームでも受け継ぎ、先輩たちの想いを背負いこの一
年間鍛錬していきます。
　新チームのテーマは「懸ける」です。選手全員が覚悟を
持って取り組み、一人ひとりが最後まで諦めない粘りの野
球をする足立組にしていきます。
　秋季大会では、自分たちの弱さ、力の無さを感じました。
このチームで甲子園に行くチャンスは来年の夏一回のみと
なってしまいました。
　応援してくださるたくさんの方々へ「甲子園出場」とい
う結果で恩返しできるように日々鍛錬し、新たな歴史を刻
みます。

　私たちバスケットボール部は、
２年生３名、１年生１名の４名
で活動しています。今年は昨年
と違い人数が足らず試合に出る
ことができません。来年度には
新入生を迎え万全の状態で試合
に出場できるよう日々練習を頑張っています。今年は少な
い人数なので限られた練習しかできませんが、各部員や顧
問の先生と話し合い、できる練習を日々必死に行っていま
す。
　私たち部員同士とても仲が良く、お互いのプレーに対し
良かった点や悪かった点を共有し合い一つ一つのプレーの
改善を図っています。
　４名と少ない人数でも練習をひたすらに励み、部員一人
ひとりバスケットボールが好きという気持ちを忘れず、楽
しみながらこれからも頑張っていきます。



15

部活動後援会会報

吹奏楽部
２年１組　福間　薫子

生活科学部
２年３組　勝部　美羽

美術部
１年２組　波多野　有華

写真部
２年２組　星野　友希

　私にとっての３年間の部活動はあっという間

でした。その３年間は、楽しいだけでなく辛い

思いも沢山しましたが、とても充実したもので

した。入部したばかりの頃は、憧れの先輩たち

と一緒に練習するのがすごく楽しみでした。し

かし、新型コロナウイルスの影響で休校になっ

たり、大会も中止になってしまいました。私は

代替大会で、先輩の代わりに急遽出場すること

となり、当時１年生だった私はプレッシャーも

ありとても緊張していました。そんな時、周り

の先輩方が笑顔で沢山励ましてくれました。そ

んな先輩方の姿を見て、私も先輩たちのように

目標に向かって一生懸命に進んでいき、自分の

ことだけでなく周りのことにも気にかけ動ける

ようになりたいと感じました。

　２年生になり段々と自分たちがチームを引っ

張っていく責任感が芽生えていきました。新チ

ームになり「優勝～全力・常に前進～」を目標

とし、今年こそインターハイに出場したいとい

う気持ちを持って練習していきました。

　最後の県総体では、惜しくも３位という結果

で終わりました。目標を達成できなかったこと

が一番の悔しさでした。しかし、この結果を含

めソフトボールから多くのことを学ぶことがで

きたと思います。ソフトボール部に入部してか

ら今までを振り返り、私は本当に恵まれていた

と感じます。私たちのことを本気になって考え

てくれる先生、そして最高の仲間の存在です。

面倒くさいと言いながらも笑顔でグラウンドへ

走っていく仲間を見ながら私自身も頑張ろうと

いう気持ちにしてくれました。仲間とできるソ

フトボールが一番楽しいと感じたし、高い目標

を仲間とともに掲げそれに向かって一緒に前進

していく、こうやって過ごした青春時代をずっ

と忘れないと思います。本当に勝ち負け以上に

大切なものを見つけることができた３年間の部

活動でした。大会があるたびに応援をしてくだ

さった沢山の方々、そして、最後まで楽しい思

い出を作ってくれた仲間、先生、保護者の皆さ

まに感謝したいです。これからも大東高校ソフ

トボール部の応援をよろしくお願いします。

　私たち美術部は、１年生５名
で活動しています。主な活動内
容は、鉛筆デッサン、油絵、ク
ロッキー、応募用ポスター製作、
学園祭のポスター製作、冬にあ
る県高校美術展の作品製作です。
他にも、講習会に参加して置物を製作したり、風景の絵を
描いたりも行っています。そこでは、他校部員の作品を見
ることができ、自分と違う作品に触れることができたり、
他校の先生からもアドバイスをしてもらうことができ、と
ても勉強になります。最近では、デジタルで絵を描いてそ
れを合成した作品も作っています。
　今は、12月に県高校美術展があるので入選できるように
作品づくりを頑張っています。

　私たち吹奏楽部は、２年生４
名、１年生３名の計７名で毎日
明るく楽しく活動しています。
人数が少ないため演奏できる曲
も限られていますが、基礎練習
やアンサンブルを中心に部員一
人ひとりが一生懸命に練習に取り組んでいます。演奏の中
では、個々への負担が大きく不安な面もたくさんあります
が、部員全員でより良い演奏となるように努力していきた
いと思います。
　昨年に引き続き新型コロナウイルスの影響で秋の地域の
お祭りには参加できませんが、12月には定期演奏会、１月
には合同バンド演奏会を予定しております。皆さんに練習
の成果や日々の感謝をしっかりとお伝えできるように頑張
りたいと思います。このような環境だからこそできること
を行い、部活動を通して成長できるように努力していきま
す。これからも応援よろしくお願いします。

　私たち生活科学部は、２年生
８名で毎週金曜日に仲良く活動
しています。主な活動内容は調
理です。毎週自分たちでメニュ
ーを考え、買い出しに行き、全
員で協力しながら調理を行って
います。クッキーやホットケーキなどのおやつから、焼き
そばや冷やし中華などの食事まで、いろいろなメニューに
挑戦しています。できた料理をみんなで試食することはと
ても楽しく、また自分の調理の勉強にもなっています。
　また、研修会ではマジパン細工にチャレンジしました。
細かい作業で大変でしたが、部員一人ひとりの個性が溢れ
る作品ができました。
　コロナの影響で地域との交流が少なくなっていますが、
コロナが落ち着いたら積極的に地域行事に参加したいと思
っています。

茶道部
２年１組　錦織　咲穂

　茶道部は毎週木曜日に１年生
１名、２年生５名の計６名で活
動をしています。講師の須山二
三子先生より、お点前や作法を
細かく指導していただいていま
す。部員のほとんどが初心者な
ので、基礎から学び、もっと上手くできるように一生懸命
練習しています。
　昨年までは、コロナウイルスの影響で学園祭等でのお茶
席を設けることができませんでした。今年の学園祭では、
感染症に十分配慮しお茶席を設けることができました。先
輩方と一緒にお点前を披露することができたので良かった
です。
　一週間に一回の部活動なので時間を大切にし、先輩から
教わったことを活かして濃い活動にできるよう頑張ってい
こうと思います。

　私たち写真部は、２年生10
名、１年生３名で毎週金曜日に
活動しています。顧問の先生や
友だちと写真について話し合い
決めた作品をコンクールに出し
たり、文化祭で展示しています。
　例年９月に行われる「撮影技術大会」という県内の写真
部合同の合宿に参加し、東京工業大学から来られた講師の
先生に指導・講評していただいたり、他校生の方々と交流
しながら共同製作を行い、撮影技術の向上を目指していま
す。今年もコロナ禍ということもあり、少人数の参加とな
りましたが、充実した合同研修会となりました。
　今は、秋のコンクールに向けての写真を撮影しています。
写真を観てくださる方々に感動を与えるような作品を撮影
できるように頑張ります。



「銀世界」
２年３組　伊藤優吾

令和４年度 春季写真コンクール

特選作品

令和４年度 春季写真コンクール

特選作品

「秘密基地」
２年２組　星野友希

写真部  作品展

令和４年12月18日㈰ 14:30～
古代鉄歌謡館
令和４年12月18日㈰ 14:30～
古代鉄歌謡館

「幻炎」
２年２組　栂　優那
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令和４年度　吹奏楽部定期演奏会のご案内

※コロナの感染状況によっては
　入場を制限して行います。
※コロナの感染状況によっては
　入場を制限して行います。

大東高校吹奏楽部大東高校吹奏楽部第14回第14回

定期演奏会定期演奏会
日時

会場


